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この世の中で,不 要なものの最 たるものは,フ 才 ー クナーの"ARosefor
Emily'7についての)'今後書かれ る…一・一切の論文 だ とい う。(P,実際,た かだか10
尺一ジ余 りの この作品について,今 日までおびただ しい数 の論考がなされて き
ている。 もはやこれ以上新 しいことを付 け加 える余地 も,今 さら有 り得ない よ
うに思えて当然だ ろ う。 しか し,そ れで もなお,こ の作品には,分 らないこ と
や曖昧な ことが相変 らず数多 く残 り,読 者 の思考を刺戟 し続 けることを止めな
い。本稿では,そ の辺 の ところを少 しばか り整理 して,そ の曖昧 さ の 幾 分 か
を,検 討 してみたい。 一,・.・.タ
(1)
〈分 らないこ と〉 の中にも様 ざまの幅があるが,そ れ らも作者が意図的 に曖昧
にした と思われ ることと,そ うではない もの とに分 け られ るだろう。 ここで は
先ず,前 者,即 ちテクス トの範囲内では,何 も書かれていないので,恐 らく解
答の得 られない疑問,そ してそれ故読者はなお一層,好 奇心 を刺戟 されるよ う'
な不透明な個所 から見ていこ う。
た とえば,白 昼堂 々と逢引きを重ね るEmilyに,忠 告を与えに行ったBap・
tistMinisterのことがあげ られよ う。帰 ってきた牧師 は,「その面会 の内容 を
誰に も打ち明 けなか った(IV)」(2)とい うところがある。 はた してこの場面 で,
両者の間 に実際 どのような言葉のや りとりがあったのだろ う○ その前後では,
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訪問 した牧師が,エ ミリーの家の宗派 と異な り,も っと大衆的 な宗派に属する
聖綱 だというこぽ この興 娯 度と彼樺 訪れ鱒 と;し紗 ∪たこと以
外は,何 も手がか りが与えられていない。私達 は,思 い思 い勝手な想像を巡 ら
すしか ない。
その他に,読 者の弥次馬的心情 を刺激するもの中には,エ ミリー とHomer
Barr・n
lが・深茸 テく交際のR9に・ どんな諜 を弛 し合 ったのか とい った
こ とも あ る 。 私 た ち に は,エ ミ リー が厳 格 な 父 親 に育 て られ た こ と(皿)と,
ホ ー マ ー が 陽 気 で 気 楽 な 人 物 で あ る こ と(皿Dし か,分 って い な い。
ま た,エ ミ リー た ち が 結 婚 す る こ とに なる だ ろ う とい う噂 が 流 れ た とき,ホ
'－Lマニが 一 時 姿 を 消 した こ とが あ る(ni)。 こ の 時,彼 は 一 体 何 の た め に 留 守
を した の だ ろ うか 。 た だ 単 に,エ ミ リーID親類 の 者 が,や って 来 て い た せ い な
め だ ろ うか 。:'.・ ・,.、1'
別 の謎 の 一 つ に,エ ミ リr-一一'が絵 つ け 教 室 を 閉 じて か らの30年余 りの 間,一 体
何 を考 え;ど ん な暮 ら し を し て い た の か,と い った こ と な1ども浮 ん で くる 。・人
は こ の よ うな 孤 独 に:耐 え られ る の だ ろ うか 。Absαtom,Absalom!のRosa
Coldfieldのよ うな 人物 で さえ,時 に は町 へ 出 て 人 々 と会 話 を し た り,(3)自分
の 物 語 を若 者(Quentin)に語 り,そ れ を 後 世 に 語 り次 い で 貰 う こ とを願 っ て
い る の に。
これ らの 唾 腺 さ は,Ske▲ が牧 師 の 訪 問 の個 所 に つ い て 言 う とお り,こ の作
品 が 一入 称 の語 り手 に よ って 語 られ てい る こ,とに,起 因 す る と考 え る の が 自然
だ ろ う。(4)つま り,一 人 称 の語 り手 の視 点 の限 界 のせ い な の で あ る。(そ れ に
して は,町 中 に 流 れ る噂 や,市 議 会 で の 討 論 の 内 容 〔丑 〕,エ ミ リ一三 の 買 っ た
毒 薬 に付 され た ラベ ル の 意 匠 の こ と 〔皿 〕等 々,今 度 は逆 に よ く見 え て い す ぎ
て 不 思 議 だ と,先 の研 究 者 は 述 べ て い る 。(5)それ ば か りで な く,エ ミ リー の 買
っ た毒 薬 と,ホ ご マ]の 暗 殺,〔や 悪 臭〕 の こ とを結 び つ け て 考 え た 町 の 人 が,
一 人 もい な い ら し い とい うの も妙 だ 。 しか し これ らは,一 つ の いわ ゆ る"文 学
的 事 実"と して,'受け入 れ る べ き こ とな の で あ ろ う)
、ま た,1"FaulknerandWolnen",'とい うテ ー マ の,YognapatawphaCon-
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ferenceで,A.Bleikastenは,フォー クナーの女性 の殆 どは男たちの視線 を
通 して見 られ るばか りで,そ れを女性の側から修正する構成 になってはいない
ことを指摘 している。女性 は単に男の観点を反映 した存在で しかないのだ。(6)
もっ とも 〈語 り〉 とい うものの性 格 自体が,語 り手の恣意に委ねられて,表 現
も限定 される ものなのだが,(7)語られる相手が女である場合 は,対 象が一層単
純化 され,推 測や思 考も型 にはまって しま うのだ。エ ミリーの分 らな さも,語
り手 の思考停止や思 考の怠慢 に起因する ところが大 きいのだ。
ただこの曖昧 さには,他 の理 由も考えられ るだろ う。 この作品の草稿を検討
したMillgateをはじめ諸家の指摘によれば,出 版の段階での・一:一番大 きな改変
は,臨 終 の床 にあるエ ミリー と黒人召使 いの会話が,削 除 されたこ と だ と い
う。(8)この削除 された2ペ ージ余 りの個所でエ ミリーが語 るのは,後 に取 り残
され る召使いTobeへ の配慮であ り,読 者 は,彼 女の 「意外な人間性」や;
「彼 女を狂人 と思い込む町の人々を逆 に見透 している」(9)知恵 を知 る。MiUgate
も示唆するとお り;こ の部分 をカッ トしたために,エ ミリーの人柄 に関する説
明が大幅 に減少 して暖昧 にな り,一 方で,「非現実的幻想世界への 隠 棲」.のテ
ーマがはっき りして くる。 と同時に,フ ォークナーの芸術的手腕 の洗練 されて
い く過程が,目 の当 りに見る思いがするのである。(1の
なおまた,こ の削除 とい う事実は,エ ミリーが,意 外 にも人聞的湿 たかみ を
具えた,普 通 の女性 であるとい う一面を想 像する手がか りを,消 して しまって
いる。作者は雄編 の段階 で恐 らく,エ ミ リーが月並みの女性 と同列に考えられ
るのを,望 まなかったのであろう。従 って,語 り手}ことって エ ミリーは,彼 の
用意する思考の型 にはまらない人物,即 ち 〈型やぶ り〉の人物 に見 えて くるよ
うになったのだ。そんな場合,語 り手たちに用 意 で き る,便 利 な言葉が 〈狂
人〉であろ う。 読者の側で,〈狂人〉説を受け入れるか否かは,テ クス トの範
囲内では判断がつかない。ただ,エ ミリーに,そ の可能 性があ りそ うだ,と い
うところまでは,語 り手につき合わ されるのである。つま り,エ ミリーの分 ら
なさは,語 り手の思考停止や視点の限界の故ばか りでな く,作 者の洗練 された
芸術的手腕 と技巧 の故 によるところも,大 きいのである。
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以上,テ クス トの範囲内では,書 かれていないし,推 量 も判断 も不可能 な幾
つかの事柄に触れてきた。 しか レ 一方では,相 当に具体的 に記述 されていな
がら,最 終的には決定的な判断ができな い事柄 も,少 な くないのだ。その最た
るものは,こ の物語で語 られ る数々の事件 の 〈正確 な年号〉である。 これ にこ
だわる必要はない とい う考えもあるだろ う。(11)作品の中の語 り手の記憶力 の
限界を考慮に入れれば,元 々当然のことなのだから。
だが,作 品の冒頭か ら,老 残を晒 す古い物(エ ミリーの家)と 新時代 の機器
類 の相克(「目障 りな物 の中に混った 目障 りな物(1)」 が語 られた り,1894年
か ら(datingfrom～)サー トリス市長が,エ ミリーの 「父親の死んだ 日にさか
のぼって(datingfrom～)」,税金の特別免除を行 った ことが語 られれば,読
者は語 られている時期だ とか,父 親の死んだ年 がいつ頃なのか,気 にならない
訳にはいかない。1…
()Brooksは,諸家 の所説を検討 しながら,エ ミリーの生 まれた年 を1852年
とし,そ れ に添 って,様 ざまの事件の年代を推定 している。S12)ただそれで も
なお,こ れ らの年号が全部正確である と,確 定することは,(前述 の一人 称 の
語 りとい う作品の性質か らしても,)不 可能である。諸研究者の説や,Brooks
も留保 しているとお り,エ ミリーの生年 を1850年～1855年の問である と,柔 軟
に考えておきたい。読者には,彼 女が,南 北戦争 の前の時代から,1920年代後
半の,変 動の極 めて激 しい時代に生 きた人物 と設 定 されているこ とぐらい しか
分 らない。 それ にして もエ ミリーは,ま ことに生 きに くい 「凶表 しい時代 に出
会わせた」(13)も・のである。
(2)
こ の分 りに くい エ ミ リー の物 語 を 語 って い くの は,同 じ町 に住 む 一 人 の 男 で
あ る。 た だ,こ の 人物 も,共 同 体 の 一 員 とい うだ けで,エ ミ リー との 関 係 も年
令 も,や は り定 か で は な い 。 フ ォー クナ ー の 短 篇 研 究 の第 一 人者Skei,は,こ
の 語 り手 が 多 用 す る,"we"と"they"に 注 目 し,町 全 体 を 意 味 す る広 い 意 味
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のweで な く,狭 義 の,'極く少 人 数 の 含 み を持 っ たweが, J.」ミ リー や彼 女
の父 親 の こ とを,一 番 よ く理 解 して い る人 々 で あ る ら しい とい うこ とか ち,語
り手 は エ ミ リー と同 世 代 の人 物 で あ ろ う と述 べ て い る 。(14》..,;
一 方 ,theyが 主 語 と して用 い られ る場 合 とい うの は,エ ミ リー宛 て に納 税
通 知 を送 付 す る人 々 とか,召 喚 状 を出 した り,彼 女 の 税金 問題 で 市 議 会 を開催
した り,そ の代 表 が彼 女 の家 を訪 れ る とい っ た行 為 の 主語 だ とか(1,巫),1悪
臭 を 止 め る た め に石 灰 をま き に出 か け る人 た ち(皿)を 指 した り,一 部 の婦 人
た ち(皿)や 年 長 者 たち(皿)、 等 の代 名 詞 と レて用 い られ る とい うよ うな ク ー
ス で あ る。 しか も,こ の 人 タ に特 徴 的 な の は,彼 らが い ずれ も,エ ミ リニ の隠
棲 を許 容せ ず に,彼 ら と伺 じ レベ ル に まで 引?ば り出 そ ケ とす る行 動 を起 レた
り,攻 撃 的,批 判 的 行 為 を した り,そ の よ うな 言 葉 を 発 す る とiいう こ・とだ。
こ の よ うな 狭 義 の一 部 の 人 た ち を指 すtheyの 他 に,広 く町 の 人 々(pe6P1曾
inourtown〔II〕)を意 味 して使 われ て い る場 合 も,な いわ け で は な い。li5)」
そ の意 味 あ い の 「人 々」 が 使 わ れ て い るの は,彼 らが,エ ミ リー の 父 親 が喪 く
な っ て,「気 の毒 に思 っ」た り,彼 女 の 貧 窮 を知 って 「哀 れ に思 うこ とが で き る」
よ うに な った とき とか,彼 女 の こ とを法 や 権 力 に 討 えて処 理 しよ う とす る とき
で あ る(皿)。彼 女 が 「お 高 く とま って い る」 と考 え た の も,こ の 人 々 で あ る。,
つ ま り,こ の 「人 々」 もや は り,エ ミ リ ・ーに対 して,優 位 に 立 っ た りプ カ づ く
で 対 処 した り,批 判 的 な こ とを 口に す る とき に,用 い られ て い るの で あ るσ
.(とこ ろが,同 じ第II章で狭 義 のWCが 主 語 として用 い られ て い る際 は,「彼
女 が30才を過 ぎ て まだ 独 り者 だ つた とき,私 た ち は必 ず しも嬉 しい わ け で は な
く(notpleasedexactly)」と・ 微 妙 な 言 い まわ しを して い る。 この 話 者}まエ
ミ リー が独 身 で い る こ とに つ いて,容 易 に あ る い は 気軽 に,好 し悪 しの 判 断 を
下 す ζ とが で き な い の だ ろ う。 こ のweは,こ とほ ど さよ うに,複 雑 で微 妙 な
感 情(少 な くも,ア ン ビバ レン トな感 情)を,抱 い て い る の で あ る。 こ の1こと
か ら して も,狭 義 のweと 他 の人 々 の立 場 の違 い が,明 らか に な る の だ)
エ ミ リー の老 醜 とも言 え る姿 を,カ リカチ ュア的 に表 現 して い る と こ ろ も,、
この こ と と関 係 が あ る だ ろ う。 先 の年 代 記 に即 して 考 え る と,1910年代 の 半 ば
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でエ ミリーが60才代半ばの とき;市 会の代表者が彼女 を訪問 して,面 会する場
面である。この部分 の 〈語 り手〉が誰であるかは,に わかに判断 しがたい。 し
か し,エ ミリーを見 る 〈目〉は,訪 れた著 たちitheyのものである。 彼 らの








limp'6fd。dgh。9th・ym・v・df・om・n・'facet6・n・th・ ・ 嚇 ・thevi・it・・s
statedtheirerrand.'二"・'・'(II)'
ある研究者は,こ の部分 について,・エ ミウーの 「肉体 の過剰なま で の 異 常
性」の中に,:彼女の巾にある相克(生 と死,女 性 らしさと男性的な面等を とお
して)と,「 測 り難 さ」が見られ ると述 べている。(i6)しかL,・.'いくら測 り難 い
人物 とは言え,こ れほど執要に,し かも戯画的な面やユニモラスな面 を強調 し
なが ら,対 象を表現 しようとするのはなぜだろうか。惑 らく'語る 側 に あ る,
(アウ『ス トテ レスやホ ッブスの 「笑い」の理論を借 りて言え'ば,)'相手め醜悪 た
対す る優越感か らであろ う。(皇7)また,対 象の 「分 り難 ざ」を強調するの も,相
手に対する冷淡や無関心か ら,生 まれ る'もの と言 うこともできるだち う。これ
らのことはいずれも,'そのまな差 しの主体(持 ち主)が,weで はな くthey.
● ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
だか らこそ,可 能になるのである;(先の研究者が,こ の 「測 り難 さ」は,と の
● ● ● ● ●
作 品 が"差 〔区 〕 別"に 対 す る 人 間 の好 悪 相 反 す る感 情 の相 克 を語 る もめ な の
で,・重 要 な ポイ.ントに な っ て い る,と 述 べ て い る こ とも,上 の こ ど と関 係 が あ
るだ ろ う)(18)'
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weとtheyが,,より一層入 り交 って,一 見殆 ど無秩序に使われているのは,




openedit,'(イ タ リ ッ ク 筆 者)(V)'
とこで,部 屋 を開けるのは,そ の部屋 の存在を知っていたweと 同一の主体
ではな く,they'である。 ここでtheyが使われているのは,ド ァを打ち壊 して
開 けるよ うな,腕 力の必要 な行為がで きるのが,(Skeiが言 うところの,干 ミ
リー と同世 代の話者よ りも)ず っ と年令の若い力の強い人たち,即 ち意味 の限
定 された狭義b二theyだったか らか もしれない。 しか し,上 に述べてきたこと
も考え合 わせれば,部 屋を開ける行為は,語 り手に とっては,犯 すべか らざる
行為であ り,攻 撃的なや り方 に思えているこどを,示 しているのである。
そ してこの個所 で,こ のtheyとあえてはっき り区別 して,"weknewth泣
・ ● ● ● ◆ ● ● ●
～"と 語 って吟 るこ とも,注 目していいだろ う。そ もそ も 「知 っていた」 こと
自体,先 の毒薬 のラベル等の事柄 と同様に,も う二つの語 り手の視点 の限界 を
超えたことに思えな くはない。 この家 に出入 りした人物 など殆んどないのだか
ら。 しか し,に もかかわ らずそれ を知 ることができたのは,語 り手たちがエ ミ
リーの,単 なる傍観者ではなかったか らであろ う。 そ う言 えば,こ の 語 り手
は,冒 頭 に近い個所か ら;「生前のエ ミリーさんは一種の伝統,義 務,そ し て
被保護者(atrdition,a'duty,andacare)」・と述べ,暖 たかなまなざしを向V).,
ている。決 して冗談や批判めいたことは,言 っていない。 どうや ら,ア ンビバ
レン トとい うよ り,む しろ親愛の方 に傾いた情 を持っているよ うだ。
エ ミリーの側 には,前 述 の とお り,い ささか異常なほどに隠棲 を求める傾向
があるが,語 り手 の側には実際○彼女を別世界 の人間 として拠 い・無視するよ
うな ところはない。'1870年代に建て られた旧い家に住む素封家 の令嬢(alady)
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とい う見 方 をす るの は,サ ー トリス市 長(1)やStevene判 事(皿)な ど,
語 り手 よ り上 の 世代 の もの だ。 語 り手 に と って は,彼 女 は."MissEmily"で
あ って,彼 女 が 結 婚 で も し そ う とな れ ば,そ の 「進 展 に注 目 し」,「確 信 し」 た
り,情 報 を 「知 っ」 た り,「嬉 ん 」 だ り 「驚 ろ い 」 た り 「ち ょ っ とが っか り し」
た り,っ い に は 「エ ミ リ・一・:さん の 味 方 に な?」 た1り・して い る の だ(田)。 語 り手
の 人 々 の 関 心 が,興 味 本 位 の もの で は な い こ と,ま して 批 判 的 な もの か ら 由来
した もの で は な い こ と は,こ こで こ と さ ら言 うま で も ない だ ろ う。
実 際 エ ミ リー は,語 り手 た ち よ りも年 上 の老 人 た ち に と って も(こ れ ら の 人
々 は,"they"とい う代 名 詞 が使 わ れ て い る),「時 間 の進 行 を数 列 的 進 行 と 同
一 視 して しま っ て(一 一つ ま リ,今 や恐 ら く,数 十 年 前 の年 若 い頃 に あ った,
エ ミリーの父親の存在だの,町 の人々の'Grierson家に対す る偏見だのは忘れ
て しま って,た だエ ミリー と当の老人たち 白身の年令 の開 きや,そ の年令の開
きが男 と女 の関係 として適 当か否かヂ数字的サイ ドか らのみ考えて}偶 々丁度
ピッタ リなので一 と筆者は読みたいのだが),彼女 とダンスをした り,多 分
求愛 もしたのだ と思 い込んで(S7)」.しま うよ うな,女 性 と考えられてい る の
だ。少な くとも語 り手に とっては,エ ミリーは,彼 ら以外 の世代の(年 上の)
男たちに とっても,(彼らに とって と同様 に,),かけ離れた存在ではないよ うに
● ● ・ ・ ■ ● ● ● ■ ● ● ■ ■ ●
思えるし,ま たそ う思い込みた くもある存在なのであろう。 たとえ彼女 の棺台
● ● ■.・ ● ● ● … ● ● ● ● ● ■ ● ●
を見降 ろす父親の 「ク レヨン画の肖像」があって も,今 では語 り手たちの自由
な想像や願望 を妨げるこ とは,で きないほどなのである。
作品の結末の部分で,ホ ーマーの遺骨 をじっと見つめているのも,こ の語 り
手のweた ちであって,theyではない。その傍らの枕 の窪みに気付 くのも,
同 じ語 り手の人々である。そして,そ こか ら一筋の髪 を発見 して,手 に取 るの
も,同 じ仲間の中の一人。これ らのことも,語 り手 たちに,好 奇心以上のもの
● ● ● ● ● ● ● ●
がなければ,あ り得ないことだろ う。 この人 々には,「倒れた記念碑に対 す る
●
一 種 の 尊 敬 と愛 情(1)」 ば か りで な く,一 女 性 と し て の エ ミ リー そ の 人 に対 す
る愛 情 が あ った と,読 ん で もい い の で は な い か 。"・
● ● ■
ど うや らエ ミリーは,こ の語 り手ならびに彼の同世代 の人々(即 ちwe)に
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とって,殆 ど同 じ仲間の一人,同 じ共同体の一員のようなもの らしい○ しかも
このweの 共同体は,別 の世代の人たちをtheyと言って区別す るほど・緊密
な関係によって保たれている。つま り,運 命共同体 とも言えるようなものだ。
エ ミリーは,そ こに属 している。Brooksは,エミリーの町 に対 して持つ意味
を,彼 女に与えられた 「灯台守 りのような顔(皿)」 のイメ・一ジに注 目 し て,
「孤独に生きなが ら人々を難破か ら救 っている人物」.であると見ている。(19)こ
れ は,い かにも南部出身の学者 らしい,や や センチメント過剰な見方だ として
も,エ ミリーが,共 同体 に対 して持 つ意味は,か な り大 きくて,「灯台の光線」
のように,象 徴性豊かなものだ とい うこ とは,当 っているだろ う。
'以上エ ミリーの分 り難 さについて,そ の理由が,〈 語 り〉の持つ制約や限界
のためばか りでな く,彼 女が普通の人間にはない型やぶ りの面を持ち合わせて
いるように,作 品が作 られているため と述べた。その後彼女の分 り難 さは,一
向に解決 していないが,《語 り手たちにとって元エ ミリーが如何なる存在 で あ
ったのか》 とい う点だけは,明 らかになったであろ う。
(3)
これ らのことを念頭において,も う一度作品の意味を考えてみ よう。'従来 こ
の短篇 は,〈南部 と北部〉の対立,あ るいは 〈個人 と共同体〉,〈過去 と現在〉,
〈男 と女〉の葛藤や相克 を問題にした作品であるとか,そ れ らすべての問題 を
含んだ作品だ と考えられてきている。(20)確かにこの作品は,上 のいずれ の テ
ーマも含んでいるだろ うし,さ らに 〈時代 の移ろい〉 と人間,あ るいはまた,
それ}ピ〈適応で きなかった女性〉の悲劇でもあろ うし,(21)近親者殺 し と,死'
とタブー的性行為を核 とした 〈ゴシ ジク物語〉 とも言えよう。(22)もちろ ん 旧
くか ら,エ ミリーの 「性的抑圧」 とか,父 親 との間に秘む 「エディプスコンプ
レックス」などのアレゴ リー として もジ読まれ てきてもいる。(23)・要 す る に,
この作品は,極 めて多様 な要素を含んでいる。それ にしても,こ の作品め意味
を,・もう少 し特定するために,伺 じ頃書かれた,同 じような側面を持った作品
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を検 討 して み る の も,一 法 で あ ろ う。
この 作 品 は,Eortti2t誌の1930年4月号 に 初 め て掲 載 され た が,そ の 作 品 の
最 初 の アイ デ アが生 まれ た の は,1927年 初 め に さか の ぼ る ら しい 。(24)もっ と
も,そ の証 拠 とな る もの が,現 存 す る わ け で は な く,実 際 に そ の 作 品 の 存 在 が
初 め て 記 録 の上 で 残 る の は,1929年10月の こ とで あ る 。(25)これ とほ ぼ 同 じ 時
期 に書 か れ た短 篇 の 一 つ に,`cSmoke"があ る。、こ の短 篇 が最 初 に出 版 社 に送
られ た の は,1930年の1月 末 で あ り,実 際 にHai'Per誌に掲 載 され た の は,19
32年4.月号 の こ とで あ る 。(26)この 作 品 は,後 にKnight'sGa〃tbit(1949)の
第 一 章 に採 用 され て い るが,こ れ は1-larPer版の もの,あ る い は1930年に脱
稿 した もの に対 す る修 正 は,一 切 加 え られ て い な い と考 え て い い よ うだ 。(27}
"ARoseforEmil
y"と"Smoke"を 結 び つ け る一 番 大 き な要 因 は,後 者 の
場 合 も,"we"が 語 り手 で,そ の視 点 か ら語 られ て い る こ とで あ る。 噂 を聞 い
た り,知 っ た り,考 え た り,あ る い は それ らに驚 ろ い た り,驚 か な か った り,
憐 れ み を抱 い た り,事 件 の進 展 を 見 つ め た り,考 え た りす る主 体 は,rフ ォー
ク ナ ー 伝 』 の 著 者 のBlotnerも,両 者 の 類 似点 と して指 摘 して い る とお り,
"weinJefferson"なの で あ る 。(28)'(その 他 細 か な語 句 の点 で も,同 じ よ う
な こ とが い え る。 ホ ー マ ー を殺 す 役 割 を果 した(ら しい)毒 薬 の こ とを,ド ラ
ッグ ス トアの主 人 が 「ネ ズ ミ用 の も の ・(だが,そ れ)が 象 に至 る まで 何 物 で も
殺 す こ とが で き る(皿)」 と言 って い る が,"Smoke"に も類 似 した表 現 が 見 ら
れ る。 即 ち,悪 徳 に満 ち た 人 物 が 「3頭 分 の 象 を殺 せ る ほ どの ネ ズ ミ用 毒 薬 を
買 っ た(34)」と言 う個 所 で あ る)L
さて,、この"Smoke"と い う短 篇 小 説 は,「 ジ ェフ ァス ンの 町 の 私 た ち 」 が
視 点 とな リ,ど こ か ら と もな くや って 来 たAnseHollandが,町の素 封 家 の娘
と結 婚 し,や が て 成 人 した 息 子 た ち と不 仲 の ま ま,落 馬 に よ る不 慮 の死 を遂 げ
る ま で の 様 子 を見,彼 の 死 因 に不 審 な思 い を抱 く とい う筋 立 て で 始 ま る。 欲 の
か ら ん だ 事 件 は,私 た ち 陪 審 員(we,theJury〔26〕)の目の 前 で,こ の町 に な
い都 会 の タバ コ(citycigarette)と,都会 風 の服 を着 た 男(themaninhiscity
clothes〔27〕)を鍵 に して,t解決 に 至 る。 探 偵 役 は 言 うま で もな く,フ ォ ー ク
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ナ ー の 世 界 に初 登 場 のGavinStevens。彼 は シ ャー ロ ック ・ホ ー ム ズ の 推 理
力 と ブ ラ ウン神 父 の人 間性 を持 ち,E.・S、Gardnerの尺 リー ・メィ ス ン に も比
肩 す る 弁 護 士 と も称 され る人物 で あ る 。(こ れ は賞 め す ぎ だ が)(29)
"Smoke"は
,こ の よ うに 探偵 小 説 物 的 な 色 彩 が 濃 い た め 〈真 実=正 義 〉 とい
うテ ー マ を持 っ た 作 品 だ とか,(30)(Knight'sGambit全体 ど して,)こ の作
家 の 他 の ミス テ リー 仕 立 て の作 品(S「anctuar)',Light'in4ugast,Absalone,
Absale7it',Intru4erintheDecst,ReqitieinfOi・aNun,さらに はGoDoωn,
Atfoses)と関 連 づ け て 論 じ られ る'ことの 方 が 多 い 。(31)・
しか し,Knight'sGa〃ibitに含 ま れ る6篇 の統 一 性 にっ い て 論 じたJ.F.
Klinkowitsは,〈共 同 体 へ の 侵 入 者(よ そ者)対 それ を 見 つ め る 共 同 体 〉 が テ
ー マに な って い る と論 じて い るU(32)実際 ,Kn-ight'sGambitの作 品 の な か
に は,、出 生 地 ば か りで な く精 神 的 な(Monkの よ うに)よ そ者 もい るが,133)
"ARose'forEmily"'とほ ぼ 同 時 期 に書 か れ た"Smoke"に は,由 緒 の 分 ら
な い ア ン セル ム ・ホ ラ ン ド や,彼 の 土 地 を 横 取 り し よ う とす る男Granby
(Jeffersonから4i5マ イル 離 れ た ど ころ に 〔7〕 住 ん で い る),グ ラ ン ビー に
雇 わ れ て メ ン フ ィ スか らや って 来 た殺 し屋 等 の よ そ者 が 登 場 す る。
これ らの 人 物 と町 との 間 に は,時 間 的 に も,互 い の 関 わ りに も違 い が あ る が,
町 の 人 々 か ら見 れ ば;い ず れ も曖 昧 な 人物 な の で あ る6ア ン セル ム は,出 所 不
明,グ ラ ン ビー は職 業 不 明 。 一 方殺 し屋 と言 え ばSanctuai二yのポ パ イ の よ'う
な風 采 の 男 で,「 ヒゲ を剃olた ロ ウ人 形 の よ うな顔 付 き(27)」の小 男 で あ る 。G4)
町 の 人 々 は ○ 自分 た ちの 目の 前 で,ζ れ らの い か が わ しい 人物 た ち が,大 地 主
の娘 と肥 沃 な 土 地 を 手 に入 れ た り,ア ン セル ム 自身 ば か り で な くDukinf三eld
判 事 が殺 ・され る.のを,見 せ られ る の で あ る。 つ ま り,"Smoke"は,共 同 体 が'
外 部 の 男 た ち に犯 され る 過 程 や,'それ に対 抗 し よ う とす る ギ ャ ヴ ィ ンの 姿 を見





,同 じタイプの作品 として読む こ とはで きないだろ
'うか
。外部か ら来 た ものは,言 うまで もな くホー マー ・バ ロンだ。彼 は,単 な
るよそ者 ではな く,と もた夫 を戴 くこ とのできぬ 「北部人」であ る。 実際 に北
部人であるか ど うかは分 らないに しそ も,少 な くも語 り手たちに とって は,ヤ
ンキーなのである。(35)さらに彼 は,道 路土夫頭 である。20世 紀前半 の アメ リ
カ社会,特 に南部 のス ローガンは 〈Good.Roads>だつたそ うだが,フ ォー ク
ナーの 世界では,道 は悪徳 のシジボル だったので ある。(36)その ことは;ポ ー
マ ーの持つ安手で派手 な好みだの,黄 色 い車輪の馬車(皿)や,帽 子 の 被 り
方,.タバ コの喫い方,手 袋 の色(IV)な どに も,込 められているだ ろ う。・
'この よ うに,敵であ り,悪徳や俗物 のシン ボルの よ うな男 と関係 を持 つ のが,
ミス ・エ ミリーである。 彼女 は,先 に見だ よ うに,語 り手 たち の共同体 のwe
に とつては,単 なる一構成員 なので はな く,愛 情 と敬愛の込 もった 目で見つめ
られ る,共 同体の一部 の ような人物 であった。だか ら,語 り手 たちに とって,
彼女 とホーマーの関係 の成 り行きは,決 して見過 して はい られない こ と で あ
る。だか ら二人の ドライ ブを眺め るまな差 しも,興 味本位の ものではな く,深
◆
刻に一喜一憂 してい る。
・ ● ● ● ● ● ● ● ● ●
結婚話 に関 しても,ま った く同様 である。二人の ドライブに対する 反応 の所
では,weとtheyの 主語が入 り混 って,多 用 され てい るが,結 婚 の話 になる
と,weの みが,し か も1～2行 に一度 ぐらい頻 ぱん に出て くる。 エ ミリーの
結婚 の進展が気になる様 子や,他 の人 々の思惑 や見方 な ど,構 ってい られない
とい う有様 を,こ の比較的短かい文章 の息づかいが,伝 えているのであ ろ う。
エ ミリ・一が結婚で きなか ったこ とを,語 り手た ちが知 った とき,彼 らは 「予
想 どお りのこ と(thiswastobeexpected〔IV〕)」と]三‖断 した。 このexpect
には 「待 ち望 む,期 待 する」 とい う意味 も込 められ てい るのではな い だ ろ う
か。先 に,エ ミ リーが入 手 した ヒ素 とホーマーの暗殺 を結び つけて 考 え る 者
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が,町 の 中 に い な い ら し い こ とも不 審 な こ との 一 つ と述 べ た 。 これ は 多 分,'少
な くて も語 り手 の 世 代 め 人 々 に と って は,女 性 とい うも の は,そ の よ うな残 忍
な 行 為 を す る は ず が な い と,考 え られ て い る か らだ ろ う。 従 って,そ の 可 能 性
す ら,想 像 した り,語 っ た りし よ う と しな い 。 ∵ 一
こ の よ うな 旧式 な 発想 をす る 人 た ち に とっ て は,彼 ら の 共 同 体 の 一 部 の エ ミ リ
・一・が ,.結婚 相 手 に,誰 を選 ん で も い い わ け は な い だ ろ う6ま して,北 部 人 を 相
手 に な ど と は。,(「望 ん で い た とお り・・.・… 」 の 直後 に,「 あ た か も 〔asif〕彼 女
の 父 親 の性 質 が,彼 女 の 女 の 命 を 歪 め て … …」 結 婚 を阻 ん だ よ うに,読 め る 一
節 が 続 い て い る。 しか し先 の"asif-"の 意 味 を あ る研 究 者 の 言 うよ うに,(37)
「次 の こ とは 本 当 じ ゃな い で す よ,inlifeでな くinlanguageに存 在 す る ん
で す よ」 と解 して お きた い).・
"ARosefor耳mily"の結 末 に}土
,諸 家Op言 うborrorstoryのよ うな)・ど
ん で ん 返 しカミ待 ち か ま え て い る。(謝しか し,そ れ に 至 る ま で の物 語 りの 中 心 的
ス トー り・一 ・ 少 な く と:も一番 主要 な事 件 と して語 られ る の は▲'〈エ ミ リー な ら
び1『語 り手 対 ホ ご マ ニ>CC!事件 の てん 末 で あ る。 こ の こ と と・ 先 の"Smoke"
の 問 題 を考 え合 わVる と・"ARoseforEmily{'も同 様 に,〈 よそ 者 を見 つ め
る 共 同 体 〉 とい う骨 角 を,強 くそ な え た作 品 だ と言 え て くる だ ろ う。
な お,Skeiは1928年12月頃 に書 か れ た 作 品``MissZiiphiaGant"(1932年
6月 出 版)'の中 に,(P9)一〈外 か ら来 た 者 対 共 同 体 の 目〉 とい う主 題 が 初 め て 表
わ れ た とい う1と を,指 摘 して い る。 実際 こ!p作品 で は,語 り手 が 町 の 人 々 の
目 を意 識 し て,「町 で は 人 々 は～ と語 って い る(They-toldinthetown_)」(40)
と い う類 の 表 現 を 多 用 して,中 心 人物 ジ ル フ ィ ァ と,よ そ か ら 来 たtramp
paint6rの交 際 を,屈 辱 感 や 憐 れ み を抱 き な が ら,語 っ て い く6
ま た 作 品 の構 成 や 主 題 以 外 に も,"ARgseforEniily?にも使 わ れ て二い る,
用語や物(事)が 見 られ るであろ う。 た とえば,語 りの対象になっている人物
の肉身 に対 し"crazy"とい う語が使われた リ(皿),中 心人物 ジル フィアが独
り暮 し を し て い る.Pt.Cg太っ 一て,くる ζ と とか(IV),"ratpoison"'など が 使 わ れ
て い る(IV)ど い:った こ と な ど で あ る6':(一方,"ARoseforEmily"で は,っ
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い に分 か り得 な か っ た,幾 つ か の こ とが,こ の 作 品 の 中 に は具 体 的 に描 か れ て
い る。 即 ち,中 心 人 物 の 女 性 と恋 人 との 会 話 の や ・り㌔取 りジ 独 り暮 しの 女 性 の
日常 や 深 夜Q〔 研iinesburg,Ohioの一 シー ン を 思 い 出 させ る よ うな〕 様 子,
あ る い は ま た 町 を出 て行 っ た 男 の様 子 な どが)'.
こ う見 て くる と,こ の 二 編 の 短 篇 が,創 作 の 時 期 が 近 い こ と,作 品 の構 造 や
趣 向 が 類 似 して い る こ とな どか ら,そ して さ ら に ま た 前 述 の"Smoke"に 関 し
て 検 討 した こ と を も考 え合 わ せ て,そ れ ら に共 通 す る テ ー マ が,"AROsefor
Emily"にお い て も,作 品 の 基 底 部 を な す もの だ と,読 む こ とが で き る だ ろ う。
ろ ま り,先 に触 れ た諸 家 の説 を抱 合 しつ っ も,《 よ そ者 対 共 同 体 の 目の 相 克》
が,'中心 主 題 で あ る と6'"イ
も っ とも,フ ォ ー ク ナ ー が"ARoseforEmilyパ を書 い た 時 期 は,と め 作
者 は 驚 異 的 な執 筆 活 動 を した 時 期 で,こ の 前 後2年 間 程(・t;・:ASILay'D5'in>,,
Sauctuary,TheSOttndandtheF2try(の一 部改 訂)の 他 に27矯め短 篇 小 説
を書 い て,出 版 社 に送 っ た とい う。(41)・そ の 巾で,た だ3篇 の 作 品 に 共 通 す る
テ ー マ を取 りあ げ て 云 々す る の は,軽 卒 で あ ろ うし,・一 方 他 の 作 品 に も,同 様
の 主 題 を持 っ た も の は あ り得 る だ ろ う。(鋤 そ れ らの 検 討 は,さ ら に別 稿 に 譲
る こ とに して,次 の点 だ け指 摘 して,本 稿 を 閉 じ る こ とに した い 。
即 ち,こ の 主 題 は,・1931年夏 以 降 に執 筆 され たL竜 乃垣 πAugustに も通 底
す る で あ ろ う。 とい うの は,こ の作 品 は,Lena,Jo6,Hightowerとい う,三 人
の よ そ者 の 行 動 と,町 の 人 々 の様 ざ ま な 目が交 錯 して;展 開 し,語 り継 が れ て






(1963)版に よ る 。 な}kS短篇 な の で,引 用 文 に っ い て は ゴ そ の 個 所 の 真 数 の 代 り
..に,章 数 を ロー マ 数 字 で 示 す 。
(3)'R… の そ ん な 一 酌 こbい て{ま,拙FiJtAbSalb",,Ab3at。〆 の 。一..,.i5,t`こ6いて 」
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.."StudieSωκ9、Cず緬6抽LVol,6No, .2.,(February,1985;南 雲 堂)




(YaleU.P.・,1978),pp.382-4,・ 、. .ド ・ 一 ∵
(13)C・Brooks,1γ ∫μ 毎 彿Faitlkiteir;Fij;stEnccttntei'sCYaieU.P.,1983),P.8,
(14)'・.H・Skei',op・cit・,PP・110-111・.','.・,"i,...
(15)JosephW.ReedJr,は,こ のtheyを,almostthemと.themに,.ま たwe
を,-alrqostusとusに 分 け て 区 別 し て い る6.本 稿 の 広'(狭)義 のthey,広(狭)
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る こ と を,Lighz・ill.fAetgtfstに即 し て 論 じ た 好 論1こ,A.・Bleikasten,"Light












House,1984).P・255・ 但 し,H・Skeiの 上 掲 書(P.36)に は ,.・「193'O年の1'月
末 」 で な く.「2丹5・ 日 」 と な っ て い る 。'.・.,一 、1ド 」.∵.・ ・.∫:.・;t
(27)H.'Skei,"Faulkner'sKnigゐz'sGa〃ibit;Detectioriand';Ingenu三tゾ 三nNoles
'
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,Knight'sCambit'・(VintageBOoks,1978)1に 基 づ く 。




PLPiQttarterly(Summer,1984)参 照 。 な おMillgat6は,"Sniokenの こ の
性 格 が,全 巻 の 他 の5篇 に 対 す る 偏 見 を 生 む 原 因 に な つ'た と 述 べ て い る"。 前 掲
書,pp.25,5-6.'.:tl.・,,∴".・,・,'.;i'
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と 言 わ れ て い る 。cf,MichaelGrimNvood,1■eaiＬtiiiCojtflict:Faulkner's
Strttggtesivith'Vocation,.(Univ.of.GeorgiaP.,1987),P.188.'
(35)M・Grimwoodは 上 掲 書 で,Khight's.Gambitも,'南 と 北,usとthemの 葛
藤 を 主 題 と し て い る と 指 摘 し てvKる 。.1'∵'"・ ∵
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・(41)NoelPolk ,AfterwordtoSanctt～iry:7'lteOriginal71ε逸 τ(Random'1{ouse,
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